
被
災
地
支
援
問
題
で
日
本
共
産
党

中
央
委
員
会
は
１
９
日
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
る
義
援
金
の
う
ち
１

０
０
０
万
円
を
宮
城
県
に
贈
り
ま
し

た
。
第
１
弾
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
、
２
０
日
に
は
福
島
・
岩
手
両
県

を
訪
れ
ま
す
。

党
東
日
本
大
震
災
現
地
対
策
本
部

長
の
高
橋
ち
づ
子
衆
院
議
員
が
県
庁

で
三
浦
秀
一
副
知
事
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。
太
田
善
作
副
本
部
長
や

中
島
康
博
県
委
員
長
、
横
田
有
史
県

議
団
長
、
遠
藤
い
く
子
県
議
ら
が
同

行
し
ま
し
た
。

高
橋
本
部
長
が
被
災
地
支
援
の
た

め
に
党
が
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
語

る
と
、
副
知
事
は
「
ま
だ
ま
だ
（
県

の
対
応
が
）
不
足
し
て
い
る
部
分
が

あ
る
が
、
め
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
」
と

応
じ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
高
橋
本
部

長
は
「
個
人
（
責
任
）
の
領
域
で
な

く
法
律
を
乗
り
越
え
な
い
と
い
け
な

い
部
分
が
多
い
」
と
し
、
行
政
に
よ

る
復
興
施
策
の
拡
充
の
必
要
性
を
指

摘
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
壊
れ

た
阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
復
興
の
経

験
を
も
と
に
、「
地
域
が
主
役
」
の
復

興
へ
国
会
も
連
携
し
て
い
く
と
語
り

ま
し
た
。

三
浦
副
知
事
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
経
験
に
「
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と

が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
県
内
の

避
難
所
で
「
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
福
祉
対
応
の
た
め

「
２
次
避
難
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
２
０
日(

日)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

東
日
本
大
震
災
は
１
８
日
、
死
者
が
同
日
午

後
９
時
現
在
で
６
９
１
１
人
（
警
察
庁
ま
と
め
）

と
な
り
、
１
９
９
５
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
６
４
３
４
人
を
超
え
、
戦
後
最
悪
の

災
害
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
地
震
発
生
か

ら
１
週
間
を
迎
え
、
被
災
各
地
で
犠
牲
者
の
た

め
に
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
方
不
明
者

は
１
万
７
５
４
人
、
避
難
生
活
者
は
約
３
７
万

５
０
０
０
人
。

被
災
地
は
燃
料
、
食
料
、
水
、
医
療
、
介
護

を
求
め
る
声
が
強
く
、
支
援
が
急
が
れ
ま
す
。

避
難
所
で
亡
く
な
る
人
や
、
宮
城
や
原
発
事
故

が
あ
っ
た
福
島
か
ら
、
東
北
の
日
本
海
側
や
関

東
に
避
難
す
る
人
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

宮
城
県
は
こ
の
日
、
仙
台
市
の
被
災
し
た
製

油
所
タ
ン
ク
に
残
る
燃
料
を
く
み
上
げ
、
避
難

所
へ
運
搬
を
開
始
。
岩
手
県
は
、
被
害
が
深
刻

な
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
２
０
０
戸
、
釜
石
市

に
１
０
０
戸
の
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
を
１
９

日
か
ら
始
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
１
９
日(

土)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
医
療
・

介
護
な
ど
の
制
度
的
な
支
援
に
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
損
害
の
程
度
、
対
象
地
域

な
ど
の
条
件
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
地
方
自
治
体
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

医
療

●
保
険
証
が
な
く
て
も
保
険
適
用
で
受
診
で

き
る
。

●
公
費
負
担
医
療
（
結
核
、
身
体
障
害
者
、

難
病
な
ど
）
の
人
は
手
帳
や
患
者
票
が
な
く
て

も
受
診
で
き
る
。

●
住
宅
が
全
半
壊
す
る
な
ど
経
済
困
難
な
人

は
窓
口
負
担
、
入
院
時
の
食
費
負
担
、
訪
問
看

護
利
用
料
な
ど
を
払
わ
ず
に
す
む
。

●
国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
の
判
断
で
保

険
料
（
税
）
の
減
免
・
徴
収
猶
予
が
で
き
る
。

●
健
康
保
険
は
保
険
者
の
判
断
で
、
保
険
料

納
付
期
限
の
延
長
な
ど
が
で
き
る
。

●
医
師
の
処
方
せ
ん
が
な
い
場
合
も
、
必
要

な
処
方
せ
ん
医
薬
品
を
保
険
適
用
で
販
売
・
授

与
で
き
る
。

●
向
精
神
薬
は
、
医
師
に
連
絡
し
施
用
の
指

示
が
確
認
で
き
る
場
合
、
あ
る
い
は
薬
袋
な
ど

で
薬
剤
名
や
用
法
・
用
量
な
ど
確
認
で
き
る
場

合
は
、
提
供
で
き
る
。

●
居
住
地
以
外
で
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
。

●
医
療
用
酸
素
ボ
ン
ベ
が
枯
渇
し
た
場
合
は
、

工
業
用
ボ
ン
ベ
の
転
用
を
認
め
る
。

●
外
国
の
医
師
資
格
の
あ
る
人
が
必
要
最
小

限
の
医
療
行
為
を
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

介
護

●
介
護
保
険
証
が
な
く
て
も
利
用
が
で
き
る
。

●
６
５
歳
以
上
の
人
が
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
場
合
、
徴
収
猶
予
や
減
免
が
で
き
る
。

●
利
用
者
負
担
を
免
除
。

母
子
・
妊
産
婦
な
ど

●
住
民
票
を
移
し
て
い
な
く
て
も
、
避
難
先

自
治
体
で
健
診
や
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
ら

れ
る
。

●
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
住
宅
・
家
財

が
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
人
の
所
得

制
限
緩
和
な
ど
。

●
母
子
寡
婦
福
祉
貸
付
金
の
返
済
期
間
の
猶

予
。●

子
ど
も
手
当
の
認
定
請
求
手
続
き
の
弾
力

化
。●

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
の
通

園
事
業
の
利
用
料
を
減
免
で
き
る
。

２
０
１
１
年
３
月
１
９
日(

土)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
池田 年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp
三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661
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田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570

義 援 金 １０００万 円 渡 す 宮
城
県
に
共
産
党
対
策
本
部

東
日
本
大
震
災

被
災
１
週
間

支
援
急
い
で

死
者
６
９
１
１
人

戦
後
最
悪
の
災
害

東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

１
１
日
に
起
き
ま
し
た
「
東
北
地
方
・
太

平
洋
沖
地
震
」
は
、
未
曽
有
の
被
害
を
も
た

ら
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党

は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の
た
め
に
、
さ
し

あ
た
っ
て
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

被
災
者
支
援

こ
ん
な
制
度
が
使
え
ま
す



効
果
的
で
有
利
な
企

業
誘
致
活
動
？

三
月
議
会
で
、
①
「
固
定

資
産
税
課
税
免
除
制
度
」
と

②
「
奨
励
金
助
成
事
業
」
が

提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。①

の
内
容
は
、
京
奈
和
道

イ
ン
タ
ー
付
近
に
、
二
億
円

以
上
の
資
金
を
投
下
し
て
土

地
建
物
を
取
得
し
た
、
製
造

業
者
に
固
定
資
産
税
を
三
年

間
免
除
す
る
。
②
の
内
容
は
、

一
億
円
以
上
の
資
金
を
投
下

し
て
土
地
建
物
を
取
得
し
た

製
造
業
者
等
に
、
固
定
資
産

税
の
二
分
の
一
を
五
年
間
交

付
す
る
。
町
内
在
住
者
？
雇

用
奨
励
金
、
治
水
対
策
交
付

金
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
奨
励

金
、
給
水
装
置
設
置
奨
励
金

な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並

ん
で
い
ま
す
。

補
助
金
合
戦
で
企
業
誘
致

を
進
め
た
結
果
、
五
年
後
に

は
撤
退
し
た
事
例
が
増
え
て

き
て
い
る
例
は
、
シ
ャ
ー
プ

亀
山
工
場
、
三
菱
重
工
神
戸

造
船
所
、
三
洋
電
機
群
馬
工

場
な
ど
多
数
発
生
し
、
補
助

金
合
戦
企
業
誘
致
策
は
す
で

に
破
綻
し
て
い
ま
す
。

本
町
も
、
企
業
の
身
勝
手

な
行
動
は
、
す
で
に
ジ
ャ
ス

コ
で
経
験
済
み
で
す
。
本
町

の
魅
力
に
興
味
を
持
ち
、
企

業
理
念
と
し
て
本
町
の
経
済
、

雇
用
に
貢
献
す
る
企
業
を
誘

致
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
か
ら
①
②
の
制
度
新
設

に
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、

既
存
町
内
業
者
を
応
援
す
る

内
在
型
・
循
環
型
の
施
策
を

打
ち
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

田
原
本
町
議
会
議

員吉
田

容
工

川
西
町
三
月
議
会

十
七
日
、
川
西
町
の
三
月

議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今

議
会
に
は
議
員
発
議
の
意
見

書
案
を
除
い
て
、
二
七
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
自
治
体
の
使
命
で

あ
る
暮
ら
し
応
援
の
観
点
か

ら
吟
味
し
て
、
新
年
度
の
一

般
会
計
、
国
保
会
計
、
下
水

道
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

各
予
算
案
と
下
水
道
条
例
の

改
定
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
医
療
費

助
成(

入
院
の
み)

の
対
象
年

齢
を
中
学
生
ま
で
に
引
き
上

げ
た
事
や
、
子
ど
も
の
任
意

接
種
ワ
ク
チ
ン
補
助
な
ど
の

取
り
組
み
を
評
価
し
た
上
で
、

地
域
交
通
の
確
立
、
医
療
費

助
成
で
は
通
院
も
含
め
る
事
、

高
齢
者
、
低
所
得
者
、
雇
用

と
経
済
対
策
な
ど
の
充
実
を
、

特
別
会
計
の
下
水
道
で
は
、

本
年
一
〇
月
か
ら
九.

三
％

増
の
引
き
上
げ
で
一
㎥
当
た

り
九
六
円
が
一
〇
五
円
に
引

き
あ
が
り
、
三
〇
㎥
当
た
り

で
は
、
二,

八
八
〇
円
が
三,

一
五
〇
円
と
な
る
費
用
負
担

の
根
拠
が
明
確
で
な
い
事
や

近
隣
自
治
体
に
使
用
料
を
合

わ
せ
る
必
要
性
が
無
い
事
。

国
保
会
計
で
は
、
予
防
事
業

の
強
化
や
一
般
財
源
の
投
入

を
指
摘
し
運
営
の
改
善
を
、

水
道
会
計
で
は
、
住
民
の
料

金
二
重
負
担
の
解
消
を
求
め
、

こ
れ
ら
の
予
算
案
に
そ
れ
ぞ

れ
反
対
し
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
全
議
案
が
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

予
算
積
算
書

３
月
議
会
で
は
、
議
案
と

同
時
に
予
算
書
と
予
算
積
算

書
が
議
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

平
成
２
３
年
度
の
予
算
積

算
書
に
は
、
昨
年
ま
で
掲
載

さ
れ
て
い
た
石
見
文
庫
、
東

屏
風
文
庫
な
ど
へ
助
成
さ
れ

て
い
た
助
成
金
（
昨
年
８
万

円
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

予
算
委
員
会
で
ど
う
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
か
を

聞
い
た
と
こ
ろ
「
補
正
予
算

で
計
上
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。
町

長
に
「
石
見
文
庫
、
東
屏
風

文
庫
な
ど
へ
助
成
金
が
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て

か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
補

正
予
算
の
繰
越
明
許
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う

答
弁
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
繰
越
明
許
費

は
交
付
金
事
業
の
項
目
と
金

額
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
細
目
に
つ
い
て
は
計
上
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補

正
予
算
の
教
育
委
員
会
の
補

正
予
算
の
欄
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

予
算
委
員
会
後
に
堤
出
さ

れ
た
繰
越
明
許
費
の
内
訳
書

の
中
に
「
地
域
活
性
化
・
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付

金
事
業
の
中
に
「
中
央
公
民

館
図
書
室
改
修
事
業
」
と
し

て
４
２
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
石
見
文
庫
や
東

屏
風
文
庫
へ
の
助
成
金
と
し

て
の
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
れ
で
は
何
の
た
め
の
予

算
積
算
書
な
の
か
住
民
の
皆

さ
ん
も
首
を
か
し
げ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
宅
町
議
会
議
員

池
田

年
夫

卒
業
の
季
節

今
年
も
卒
業
の
季
節
が
訪

れ
ま
し
た
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、

卒
業
式
の
出
来
な
い
所
や
、

卒
業
生
だ
け
の
式
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
な
状
況
が
あ
り

ま
す
。
人
生
の
節
目
と
な
る

こ
の
時
期
、
皆
ん
な
で
盛
大

に
お
祝
い
で
き
な
い
こ
と
に

心
が
痛
み
ま
す
。

先
日
、
私
は
「
北
小
学
校

卒
業
証
書
授
与
式
」
に
参
列

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
と
て

も
感
動
的
な
式
だ
っ
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

体
育
館
の
壁
一
面
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
貼
ら
れ
た
白
い
紙

の
沢
山
の
鳩
は
、
い
か
に
も

こ
の
学
校
を
巣
立
ち
、
大
空

に
飛
び
立
っ
て
い
く
卒
業
生

の
姿
と
重
な
り
ま
し
た
。
在

校
生
も
最
後
ま
で
本
当
に
き

ち
ん
と
整
列
し
、
心
か
ら
お

祝
い
の
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

最
後
に
卒
業
生
は
舞
台
の

下
に
設
営
さ
れ
た
台
に
乗
り
、

全
員
の
顔
が
見
え
る
状
態
で
、

別
れ
の
言
葉
と
歌
を
歌
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
自
分
の
担
当

箇
所
を
一
生
懸
命
発
表
す
る

顔
、
泣
き
た
い
の
を
我
慢
し

て
い
る
顔
、
、
、
、
全
員
の

声
が
、
そ
し
て
巣
立
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
歌
が
体
育
館
に
響

き
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
は
こ
れ
か
ら

い
ろ
ん
な
事
を
経
験
し
、
大

人
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

登
下
校
を
含
め
、
地
域
の
人
々

に
支
え
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
。

い
つ
も
前
向
き
で
た
く
ま
し

く
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

卒
業
、
お
め
で
と
う
！

田
原
本
町
議
会
議

員森

良
子


